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令和3年度長野県元気づくり支援金活用事業
表紙画：佐久歴史の道案内人の会会員　大工原照富氏
製作協力：のざわ商店街振興組合
　　　　  佐久歴史の道案内人の会の皆さん

野沢宿
歴史の情緒佐久甲州道

まちなかに息づく

について

「佐久歴史の道案内人の会」
メンバーが、街並や関連する史跡を
ご案内します。
なんでもご相談ください。

制作　佐久商工会議所

佐久甲州道野沢宿は、起点とする中山道岩村田宿より

南下し千曲川を渡った 1里半約 6㎞の

平坦な場所にある。

街道は、脇街道として宿場には本陣や脇本陣を持たず、

旅籠と中馬の機能を有している。

宿長は明確ではないが、中込方面から千曲法度川原付近の

千曲川を渡り原村から野沢村に入るが、記録によると千曲川に

架ける野沢原橋の維持管理を両村が交互に行っていることか

ら、江戸時代は両村がほぼ宿場機能を有していたと思われる。

町の中心にある女男木付近からは、西へ根際道がつながり、

東へは富岡街道とつながり、鎌倉時代から多くの要人を輩出し

栄えてきた。

お問い
合わせ 佐久歴史の道案内人の会
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佐久甲州道は、
中山道 岩村田宿から分岐し、
甲州街道 韮崎の一ツ矢に至る
約70kmの街道で、ほぼ国道
141号線沿いに繋がっている。
江戸時代脇街道として、
宿場機能が整備され、
一里塚なども
作られた。

R254

富岡街道

ね  ぎわ  みち



成田山不動堂 のざわ じゅく

白壁蔵通り

金比羅権現

常夜灯

諏訪神社

原公園

千曲川の渡河の宿場として

東は上州へ繋がる富岡道、

西は根際道が中山道八幡宿へ

繋がる交通の要所です。

宿の中心には、

女男木と呼ばれる欅の巨木や、

周辺には歴史ある古城跡や

寺社があり静かな佇まいを

見せています。

佐久
甲州道

金台寺

市川又三像

平成15年に建立
されたお地蔵さま。
健康で長生きし（ぴんぴん）
寝込まず楽に大往生する
（ころり）が由来。

ぴんころ地蔵

毎月第２土曜日には
参道に仲見世風の店が
並び、地元特産物を
求め多くの人で賑わう。

山門市

明治初期に
龍岡城五稜郭の
東通用門が移築
されたもの。

成田山山門

大正14年創業、
庭園の美しい宿。
敷地内に境界石がある。

野澤館

薬師寺の宗派は真言宗、本尊は愛染明王。
成田山不動堂は本山成田山より
大正10年に勧請した不動明王がまつられている。
寺歴は、平安時代末期1149年とされる。
薬師寺では毎年豆まきや福まきが行われる。

尺度統一の建白書を
私財を投じて再三にわたり
明治政府へ提出。
現在の度量衝制度の
基になっている。

千曲川の氾濫で境界が
わからなくなった際の
目安として
使われていたという。
諏訪神社・野澤館で
見ることができる。

昭和初期硫黄鉱山で
莫大な財を成した、
中島寯吉氏の邸宅跡。
公園は千曲川に沿って、
和風庭園の面影が残り、
木々の姿が美しい。諏訪神社は建御名方神、譽田別神、

稲倉魂神などを祀り宝永2年に
鍛冶屋境付近より遷宮。
明治42年には野沢八幡社、
川除稲荷神社西方の
社口社を合祀。
境内東側には境界石がある。

宿場の中心にありバラ公園とも
呼ばれ、四季折々のバラを中心に
住民や観光客の憩いの場所に
なっている。

かつては伴野城の堀として、
近世は生活用水として
活用された野沢の用水群。
町中に張り巡らされ
豊かな千曲川の恵を
今に伝えている。

金台寺は宗派は時宗、本尊は阿弥陀如来。
寺宝として一遍上人絵伝
他阿上人自筆書状（国重要文化財）などがある。

社は、県内に
5ヶ所あるうち
のひとつの
貴重な神社。

佐久甲州道と岸野八幡方面へ
向かう根際道の分岐点。
鎌倉時代に植えられた
とする大けやき。
根元には石柱の道標や
市神様が
祀られて
いる。

常夜灯の付近には
雨降山（あぶりさん）
象頭山（ぞうずさん）
のお堂がある。本覺寺は江戸時代学林として

多くの人材を育成。
宗派は曹洞宗、本尊は薬師如来。

豪農並木本家の建物。
並木家は江戸時代岩村田藩が
当地を治めた頃、藩財政の困窮を救い、
幕末岩村田城解体時、本丸御殿茶室の一部を
ここに移築した。

300年の歴史を持
つといわれる祗園祭。
夏の暑さを山車と暴れ神輿、
子ども神輿で吹き飛ばす
昔懐かしい夏祭り。

江戸時代に大阪から
導入されたという佐久鯉。
佐久の風土と清冽な水で育ち、
臭みのない全国に誇る
ブランド鯉となっている。

野沢橋南詰

野沢十二町

女男木

境界石

祗園祭7月
下旬

佐久鯉

中島公園

薬師寺

ぴんころ地蔵さんを
参拝後に一息つける喫茶。
ここでしか買えないお土産も。
佐久の名産品を探してみて。

山門茶寮

本覺寺

鎌倉時代、佐久の大井の荘、平賀の荘、と並ぶ
三大荘園の伴野氏が居城とした伴野城跡。
中世の土塁・堀・物見櫓跡など現代に伝える貴重な館跡
として県史跡に指定されている。

伴野城跡

大伴神社

大伴神社
素戔嗚神社
スサノオ

古来宿の中心にあった
十二諏訪大明神。
明治43年に伴野城跡
に大伴神社として移築。

用水群用水群用水群

薬師寺
参道

成田山
参道

土塁・堀が
残っている
土塁・堀が
残っている
土塁・堀が
残っている


